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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スラブの表面に載置される板状のベース部と、
　該ベース部の中央に形成され、スラブに埋設されたアンカーボルト又はアンカーナット
へ固定するためのアンカー固定部と、
　該アンカー固定部を中心に前記ベース部の上面から筒状に立上る本体部と、
　該本体部における前記ベース部とは反対側の端部に形成された天部と、
　該天部の上面で前記アンカー固定部と同軸上の位置に形成され、構造物を固定するため
の構造物固定部と
を具備し、
　前記アンカー固定部は、
　スラブに埋設されたアンカーボルト、又はアンカーナットへ螺合されるボルトの雄ネジ
部が、通過可能とされた前記ベース部を貫通する貫通孔とされ、
　且つ、
　前記本体部は、
　前記貫通孔を通過したアンカーボルトに螺合するナット、又は上側から前記貫通孔を通
過させてアンカーナットに螺合するボルトが、通過可能とされ、且つ、ナット又はボルト
を回転させる工具を挿入可能な大きさの開口部を側面に備えていることを特徴とする固定
台。
【請求項２】
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　前記ベース部は、
　前記本体部の内部に位置する上面が前記開口部へ向かって低くなるように傾斜している
ことを特徴とする請求項１に記載の固定台。
【請求項３】
　前記ベース部は、
　接着剤を介してスラブの表面に載置され、且つ、前記本体部よりも外側の位置にスラブ
との間の空気を排出するための抜き孔を複数備えていることを特徴とする請求項１又は請
求項２に記載の固定台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽光発電ユニットや太陽熱温水器等の構造物を、スラブ上に埋設されたア
ンカーを介して固定するための固定台に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来では、陸屋根上等のスラブ上に構造物として例えば太陽光発電ユニットを設置する
場合、陸屋根上に型枠を組むと共に、型枠内に太陽光発電システムを固定するためのアン
カーボルト等を設置した上で、型枠内にコンクリートを打設し、コンクリートを充分に乾
燥させた後に、太陽光発電システムを設置するようにしていた。このため、太陽光発電シ
ステムの設置に時間がかかり、コストが増加する問題があった。
【０００３】
　これに対して、スラブ上に予めコンクリート等で形成されたブロック状の基礎を所定間
隔で載置し、その基礎に太陽光発電ユニットの架台等を固定することで設置するようにし
たものが提案されている（例えば、特許文献１）。或いは、スラブ上に固定されたプレー
トに対して、板状の基盤部分からボルトが突出したアンカー部材の下面を接着固定した上
で、アンカー部材のボルトに固定金具を取付け、その固定金具に太陽光発電ユニットのフ
レームを固定するようにしたものも提案されている（例えば、特許文献２）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のものでは、太陽光発電ユニットを設置するためのブロック
状の基礎をスラブ上に載置しているだけなので、台風や地震等に対して充分な設置強度を
えることができない問題がある。そのため、ブロック状の基礎をスラブに固定することが
考えられるが、ブロック状の基礎にはスラブに固定するための孔等が備えられていないの
で、固定に手間が係る問題がある。また、特許文献１のもののようなブロック状の基礎は
、一般的にコンクリートで中実に形成しているので、重量が重く運搬作業や設置作業が大
変になり施工コストが増加する問題がある。
【０００５】
　一方、引用文献２のものでは、スラブに固定したプレートにアンカー部材を接着固定す
るようにしているので、経年変化によって接着剤が劣化するとアンカー部材がプレートか
ら外れ易くなり、スラブに対して太陽光発電ユニットを充分に固定することができなくな
る問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は上記の実情に鑑み、太陽光発電ユニット等の構造物をスラブ上へ簡単
且つ強固に固定することが可能な固定台の提供を課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る固定台は、「スラブの表面に載置される板
状のベース部と、該ベース部の中央に形成され、スラブに埋設されたアンカーボルト又は
アンカーナットへ固定するためのアンカー固定部と、該アンカー固定部を中心に前記ベー
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ス部の上面から筒状に立上る本体部と、該本体部における前記ベース部とは反対側の端部
に形成された天部と、該天部の上面で前記アンカー固定部と同軸上の位置に形成され、構
造物を固定するための構造物固定部とを具備し、前記アンカー固定部は、スラブに埋設さ
れたアンカーボルト、又はアンカーナットへ螺合されるボルトの雄ネジ部が、通過可能と
された前記ベース部を貫通する貫通孔とされ、且つ、前記本体部は、前記貫通孔を通過し
たアンカーボルトに螺合するナット、又は上側から前記貫通孔を通過させてアンカーナッ
トに螺合するボルトが、通過可能とされ、且つ、ナット又はボルトを回転させる工具を挿
入可能な大きさの開口部を側面に備えている」ことを特徴とする。
【０００８】
　ここで、「スラブ」とはコンクリートで形成された板状の構造体であり、「建築物の屋
根を構成するもの」、「路盤を構成するもの」、「建造物の天部を構成するもの」、等を
例示することができる。
【００１０】
　また、「本体部」としては、「円筒状のもの」、「多角筒状のもの（四角筒状、六角筒
状、等）」、「上側が窄まった錐状のもの」、等を例示することができる。また、「天部
」としては、「本体部の筒を閉鎖するように形成したもの」、「本体部の上端（ベース部
とは反対側の端部）の面積よりも拡大させるように形成したもの」、等を例示することが
できる。
【００１１】
　更に、「構造物」としては、「太陽光発電ユニット」、「太陽熱温水器」、「空調装置
の室外機」、「緑化ユニット」、「防音パネルユニット」、「遮光パネルユニット」、等
を例示することができる。また、「構造物固定部」としては、「上方へ突出した雄ねじ部
材」、「天部を貫通した雌ネジ孔」、「天部を貫通した貫通孔」、等を例示することがで
きる。
【００１２】
　本発明によると、従来のように、陸屋根等のスラブ上に型枠を組むと共にアンカーを設
置し、型枠内へコンクリートを打設して太陽光発電システム等の構造物を固定するための
固定台を形成するようにした場合と比較して、スラブに対してアンカーを埋設（例えば、
接着系アンカーを埋設）した上で、固定台におけるベース部の中央に形成されたアンカー
固定部をスラブに埋設されたアンカー（ボルト又はナット）に固定し、天部に形成された
構造物固定部に太陽光発電ユニット等の構造物を固定することで、構造物をスラブ上に簡
単に固定することができ、構造物の設置に係る作業性を向上させて工期を大幅に短縮する
ことができると共に、構造物の設置に係るコストを低減させることができる。
【００１３】
　また、本体部を筒状に形成しているので、中実のコンクリートで形成された従来のもの
と比較して、固定台の重量を軽量化することができ、取回しが良くなり運搬作業や設置作
業等を行い易くして施工性を向上させることができる。また、本体部を筒状に形成してい
るので、構造物側から固定台へ作用する力の向きが様々に方向へ変化（例えば、風向き、
地震の揺れ方向、等）しても、何れの向きに対しても同じような固定強度を発揮すること
ができ、構造物を強固に設置・固定することができる。
【００１４】
　更に、スラブに埋設されたアンカーに固定するアンカー固定部と、構造物を固定するた
めの構造物固定部とを同軸上に配置しているので、構造物側からかかる荷重を略ダイレク
トにアンカーを介してスラブへ伝達させることができ、構造物の固定強度を可及的に高く
することができる
【００１５】
　なお、筒状の本体部の上端を天部で閉鎖するようにした場合、本体部内に雨水等が浸入
するのを防止することができ、本体内部等が水により腐食して耐久性が低下するのを防止
することができると共に、本体内部からアンカー固定部を通ってスラブ上へ水が浸入する
のを防止することもでき、スラブ側で問題が発生するのを防止することができる。
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【００１６】
　また、固定台のベース部、アンカー固定部、本体部、天部、及び構造物固定部を、一体
的に形成（少なくとも、ベース部、本体部、及び天部を一体成形）することが望ましく、
これにより、特許文献２のもののように接着剤を用いて組立てたものと比較して、経年変
化による強度の低下を抑制することができ、耐久性を向上させて構造物の設置・固定に対
する信頼性を高めることができる。
【００１７】
　更に、固定台は、スラブのコンクリート面上に直接固定しても良いし、スラブの上面に
形成された防水層（例えば、防水シート、防水樹脂コーティング、等）の上側に固定して
も良い。
【００１９】
　ここで、「工具」としては、「レンチ（スパナとも称す）」、「めがねレンチ」、「ラ
チェットレンチ」、「モンキーレンチ」、「六角レンチ」、「ソケットレンチ」、「トル
クレンチ」、「電動レンチ」、「インパクトレンチ」、等を例示することができる。また
、「工具を挿入可能な大きさ」とは、本体部の周方向に対して工具を４５度～１３５度、
或いは、６０度～１２０度、回動させることができる大きさとすることが望ましく、この
範囲よりも小さいとナットやボルトを締付ける作業性が悪くなるためであり、この範囲よ
りも大きいと本体部の強度が低下して構造物を充分に支持することができなくなる虞があ
るためである。
【００２０】
　ところで、アンカー固定部として、スラブに埋設されたアンカーボルトに螺合する雌ネ
ジ孔としたり、スラブに埋設されたアンカーナットに螺合可能とされた雄ネジ部材とした
りした場合、スラブのアンカーに固定台を固定する際に、アンカーボルトやアンカーナッ
トへ締結固定するために固定台ごと回転させなければならず、固定に手間がかかる問題が
ある。また、スラブへ締結させた時の固定台の向きが区々となるので、特に本体部が多角
筒状のもの等回転向きに方向性を有したものの場合、スラブに締結固定された固定台の向
きが区々となっていると、見栄えが悪くなる問題がある。
【００２１】
　これに対して、本発明によると、アンカー固定部をアンカーボルト等と螺合しない貫通
孔とし、貫通孔を挟んで上側からナットやボルトをアンカーボルトやアンカーナットに螺
合させて固定台を締結固定するようにしているので、締結の際に固定台を回転させる必要
がなく固定台を任意の方向へ向けて固定することができ、スラブに対して固定台を見栄え
良く固定することができる。
【００２２】
　また、本体部の開口部から工具を挿入することができるので、挿入した工具によってナ
ットやボルトを回転させることができ、スラブに固定台を確実に固定することができる。
また、アンカー固定部を貫通孔としているので、ベース部の下面を平坦面とすることがで
き、保管時等に際に固定台を安定した状態にすることができる。
【００２３】
　なお、ベース部の上面におけるアンカー固定部の部位を、他の部位よりも高くすること
が望ましく、これにより、本体部の開口部から浸入した雨水等が、貫通孔を通ってスラブ
側へ浸入する可能性を低くすることができ、防水性能を高めてベース部の下面やスラブ側
で不具合が発生するのを防止することができる。
【００２４】
　更に、本発明に係る固定台は、上記の構成に加えて、「前記ベース部は、前記本体部の
内部に位置する上面が前記開口部へ向かって低くなるように傾斜している」ことを特徴と
しても良い。
【００２５】
　本発明によると、ベース部における本体部内の上面が開口部へ向かって低くなるように
傾斜しているので、開口部から本体部内へ雨水等が浸入しても、傾斜した上面によって直
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ちに開口部から本体部外へ排出することができ、本体部内に水が溜まることで固定台が腐
食したり、水が腐敗して異臭が発生したりするのを防止することができる。
【００２６】
　また、本発明に係る固定台は、「前記ベース部は、接着剤を介してスラブの表面に載置
され、且つ、前記本体部よりも外側の位置にスラブとの間の空気を排出するための抜き孔
を複数備えている」ことを特徴としても良い。
【００２７】
　ところで、スラブに対する固定台の固定強度をより高めるために、スラブと固定台のベ
ース部との間に接着剤を介在させることが考えられるが、ベース部を接着する際に、スラ
ブとの間に空気を挟みこんでしまうと、接着面積が減少して接着強度が低下する問題があ
る。そのため、スラブとベース部との間に空気を挟みこまないようにするために、ベース
部を接着する際に作業者が細心の注意を払う必要があり、手間がかかる問題が発生する。
【００２８】
　これに対して、本発明によると、ベース部に複数の抜き孔を備えているので、例えば、
ベース部の下面に接着剤を付けた状態で、ベース部（固定台）をスラブ上へ押付けること
で、接着剤が横へ広がると共に、間に挟みこまれた空気を余分な接着剤と伴に抜き孔から
排出させることができ、ベース部の全面で確実に接着させてスラブに対する固定台の固定
強度を高めることができる。
【００２９】
　また、空気と伴に抜き孔から余分な接着剤がベース部の上面側へ排出されるので、その
状態で接着剤を硬化させると、接着剤による機械的な接着強度をより高めることができ、
固定台をより強固に固定することができる。更に、固定台のベース部を、接着剤を介して
スラブへ接着するようにしているので、この接着剤によって固定台の下側における防水性
能を向上させることができ、スラブ等に水が浸入して不具合が発生するのを防止すること
ができる。
【００３０】
　なお、複数の抜き孔を通してベース部の上側からスラブへビス等をネジ込んだり打込ん
だりしても良く、スラブに対する固定台の固定強度をより高めることができ、スラブに対
して構造物を強固に設置することができる。また、接着剤は、耐水性や耐候性に優れたも
のを用いることが望ましく、公知の接着剤を用いることができる。
【発明の効果】
【００３１】
　このように、本発明によると、太陽光発電ユニット等の構造物をスラブ上へ簡単且つ強
固に固定することが可能な固定台を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の一実施形態である固定台を単品で示す斜視図である。
【図２】図１の固定台を用いてスラブ上に太陽光発電ユニットを設置した状態を概略で示
す側面図である。
【図３】図２の要部を拡大して断面で示す断面図である。
【図４】図１の例とはベース部の形態が異なる固定台を示す断面図である。
【図５】図１の例とは更に異なる形態の固定台を示す斜視図である。
【図６】図１の例とは更に異なる形態の固定台を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明の一実施形態である固定台を図１乃至図３に基いて詳細に説明する。図１は、本
発明の一実施形態である固定台を単品で示す斜視図である。また、図２は図１の固定台を
用いてスラブ上に太陽光発電ユニットを設置した状態を概略で示す側面図であり、図３は
図２の要部を拡大して断面で示す断面図である。本実施形態の固定台１は、図２等に示す
ように、陸屋根等のスラブ１０上に構造物としての太陽光発電ユニット２０を設置・固定
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するためのものである。
【００３４】
　本実施形態の固定台１は、図１及び図３に示すように、スラブ１０の表面に載置される
板状のベース部２と、ベース部２の中央に形成されスラブ１０に埋設されたアンカーボル
ト１１へ固定するためのアンカー固定部３と、アンカー固定部３を中心にベース部２の上
面から円筒状に立上る本体部４と、本体部４におけるベース部２とは反対側の端部（上端
部）を閉鎖する天部５と、天部５の上面でアンカー固定部３と同軸上の位置に形成され太
陽光発電ユニット２０を固定するための構造物固定部６と、を備えている。
【００３５】
　また、固定台１は、本体部２の外周面に、アンカーボルト１１に螺合するナット１２が
通過可能とされ、且つ、ナット１１３を回転させるレンチ等の工具を挿入可能な大きさの
開口部７を備えている。更に、固定台１は、ベース部２における本体部４よりも外側の位
置に上下方向へ貫通した複数の抜き孔８を備えている。
【００３６】
　本例の固定台１のベース部２は、外形が矩形状とされ、本体部４の内部に位置する上面
が、開口部７へ向かって低くなるように傾斜しており、本体部４内に浸入した雨水等を開
口部７から外側へ排出することができるようになっている。また、アンカー固定部３は、
アンカーボルト１１が通過可能な貫通孔とされていると共に、上面がベース部２の上面よ
りも高くなるように形成されており、雨水等がベース部２の上面に浸水してもアンカー固
定部３（貫通孔）へ浸入し難くすることができるようになっている。
【００３７】
　また、本体部４は、アンカー固定部３の軸心と略同心の円筒状に形成されており、下端
から周方向に切欠かれた開口部７が形成されている。なお、本例では、開口部７の大きさ
が、周方向では本体部４の円筒の中心に対して約１２０度の範囲とされ、下端から約１０
０ｍｍの高さの大きさに形成されており、外側からアンカーボルト１１に螺合させるナッ
ト１２やワッシャ及びパッキンを挿入させることができると共に、ラチェットレンチ等の
工具を挿入してナット１２を充分に回動させることができるようになっている。
【００３８】
　更に、構造物固定部６は、図示するように、本例では上方へ所定長さ延出した雄ネジ部
とされている。また、抜き孔８は、ベース部２における本体部４よりも外側に、本体部４
の軸芯を中心として４５度毎の間隔で８個形成されている。
【００３９】
　また、本例の固定台１は、ベース部２、アンカー固定部３、本体部４、天部５、及び構
造物固定部６が、アルミ合金、鋳鉄、合成樹脂、繊維強化樹脂等によって一体成形されて
いる。なお、固定台１に樹脂を用いる場合では、少なくともアンカー固定部３及び構造物
固定部６を金属で形成しインサート等によって本体部４等と一体成形している。また、固
定台１に用いる樹脂としては、耐候性に優れた樹脂を用いることが望ましい。更に、固定
台１の表面に、耐食性や、意匠性等を高めるために、メッキや塗装等のコーティングを施
すようにしても良い。因みに、本例の固定台１の大きさは、平面視略正方形のベース部２
の一辺が約２００ｍｍ、円筒状の本体部４の直径が約１２０ｍｍ、本体部４の高さが約１
５０ｍｍ、とされている。
【００４０】
　次に、本実施形態の固定台１を用いた構造物の設置方法（施工方法）について説明する
。ここでは、構造物として太陽光発電ユニット２０に用いた場合の例を説明する。まず、
太陽光発電ユニット２０を設置する陸屋根等のスラブ１０上に、公知の方法でアンカーボ
ルト１１を所定間隔で埋設する。このアンカーボルト１１を埋設する間隔としては、太陽
光発電ユニット２０における複数の太陽電池モジュール２１の配置ピッチと対応した間隔
とすることが望ましく、本例では、太陽電池モジュール２１の配置ピッチと略同じ間隔と
している。なお、アンカーボルト１１は、スラブ１０を形成と同時に埋設するようにして
も良い。
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【００４１】
　スラブ１０にアンカーボルト１１を埋設したら、固定台１の下面の全体に所定の接着剤
１３（接着樹脂）を塗付けた上で、アンカーボルト１１の上方に固定台１を位置させ、ア
ンカーボルト１１がアンカー固定部３（貫通孔）を通過するように、固定台１をスラブ１
０上に載置する。そして、固定台１をスラブ１０上に載置したら、固定台１を上からスラ
ブ１０側へ押付け、ベース部２の外縁及び抜き孔８から接着剤１３をはみ出させる。これ
により、ベース部２とスラブ１０との間に挟まれた空気を、ベース部２の外縁や抜き孔８
から排出させることができ、スラブ１０に対してベース部２の全面で確実に接着させるこ
とができる。なお、はみ出た接着剤１３は、ヘラ等によって除去する。
【００４２】
　続いて、ベース部２の上側から抜き孔８を通してビス１４をスラブ１０へ捻じ込む。ま
た、開口部７を通して本体部４内に突出したアンカーボルト１１に、上側からパッキン、
ワッシャ等を挿入した上で、ナット１２を螺合させ、ラチェットレンチ等の工具を用いて
ナット１２を締付ける。なお、工具としてトルクレンチを用いてナット１２を締付けるこ
とが望ましく、適正なトルクで締結させることで、最良の固定強度をえることができると
共に、ナット１２が緩むのを防止することができる。
【００４３】
　このように複数の固定台１をスラブ１０へ固定したら、複数の固定台１に跨るように長
尺状の支持レール２２を固定台１の構造物固定部６に固定する。具体的には、支持レール
２２の下面に形成された固定孔２２ａに構造物固定部６を挿通させた上で、構造物固定部
６に上側からワッシャ及びスプリングワッシャを挟んでナット２３を螺合させ、固定台１
の上面に支持レール２２を固定する。その後、支持レール２２の上面に太陽電池モジュー
ル２１を所定の取付金具２４を介して取付けることで、図２に示すように、スラブ１０上
に太陽光発電ユニット２０を設置することができる。
【００４４】
　なお、詳細な図示は省略するが、本例の太陽光発電ユニット２０では、取付金具２４の
上端に、図２の紙面に対して垂直方向へ延びた長尺状のモジュール支持レールが取付けら
れるようになっており、このモジュール支持レールに太陽電池モジュール２１が取付けら
れている。また、上述した太陽光発電ユニット２０の構成は、一例であり、太陽電池モジ
ュール２１を支持する構造としては、他の構造のものを採用しても良い。更に、上記では
、スラブ１０上に固定台１を直接載置するものを示したが、上面に防水層を備えたスラブ
１０上に固定台１を載置して固定するようにしても良い。
【００４５】
　このように、本実施形態の固定台１によると、固定台１におけるベース部２の中央に形
成されたアンカー固定部３をスラブ１０に埋設されたアンカーボルト１１に固定した上で
、天部５に形成された構造物固定部６に構造物としての太陽光発電ユニット２０の支持レ
ール２２を固定することで、太陽光発電ユニット２０をスラブ１０上に簡単に固定するこ
とができ、構造物の設置に係る作業性を向上させて工期を大幅に短縮することができると
共に、構造物の設置に係るコストを低減させることができる。
【００４６】
　また、本体部４を筒状に形成しているので、中実のコンクリートで形成された従来のも
のと比較して、固定台１の重量を軽量化することができ、取回しが良くなり運搬作業や設
置作業等を行い易くして施工性を向上させることができる。また、本体部４を筒状に形成
しているので、太陽光発電ユニット２０側（構造物側）から固定台１へ作用する力の向き
が様々に方向へ変化（例えば、風向き、地震の揺れ方向、等）しても、何れの向きに対し
ても同じような固定強度を発揮することができ、太陽光発電ユニット２０を強固に設置・
固定することができる。
【００４７】
　更に、スラブ１０に埋設されたアンカーボルト１１に固定するアンカー固定部３と、太
陽光発電ユニット２０を固定するための構造物固定部６とを同軸上に配置しているので、
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太陽光発電ユニット２０側からかかる荷重を略ダイレクトにアンカーボルト１１を介して
スラブ１０へ伝達させることができ、太陽光発電ユニット２０の固定強度を可及的に高く
することができる
【００４８】
　また、固定台１のベース部２、アンカー固定部３、本体部４、天部５、及び構造物固定
部６を、一体成形しているので、複数の部品を接着（溶着）したり組立てたりしたものと
比較して、経年変化による強度の低下を抑制することができ、耐久性を向上させて太陽光
発電ユニット２０の設置・固定に対する信頼性を高めることができる。
【００４９】
　更に、アンカー固定部３をアンカーボルト１１と螺合しない貫通孔とし、貫通孔を挟ん
で上側からナット１２を螺合させて固定台１を締結固定するようにしているので、締結の
際に固定台１を回転させる必要がなく固定台１を任意の方向へ向けて固定することができ
、スラブ１０に対して固定台１を見栄え良く固定することができる。
【００５０】
　また、本体部１の開口部７から工具を挿入することができるので、挿入した工具によっ
てナット１２を回転させることができ、スラブ１０に固定台１を確実に固定することがで
きる。また、アンカー固定部３を貫通孔としているので、ベース部４の下面を平坦面とす
ることができ、保管時等に際に固定台１を安定した状態にすることができる。
【００５１】
　更に、ベース部２における本体部４内の上面が開口部７へ向かって低くなるように傾斜
しているので、開口部７から本体部４内へ雨水等が浸入しても、傾斜した上面によって直
ちに開口部７から本体部４外へ排出することができ、本体部４内に水が溜まることで固定
台１が腐食したり、水が腐敗して異臭が発生したりするのを防止することができる。
【００５２】
　また、ベース部２に複数の抜き孔８を備えているので、ベース部２の下面に接着剤１３
を付けた状態で、ベース部２（固定台１）をスラブ１０上へ押付けることで、接着剤１３
が横へ広がると共に、間に挟みこまれた空気を余分な接着剤１３と伴に抜き孔８から排出
させることができ、ベース部２の全面で確実に接着させてスラブ１０に対する固定台１の
固定強度を高めることができる。
【００５３】
　更に、固定台１のベース部２を、接着剤１３を介してスラブ１０へ接着するようにして
いるので、この接着剤１３によって固定台１の下側における防水性能を向上させることが
でき、スラブ１０等に水が浸入して不具合が発生するのを防止することができる。また、
複数の抜き孔８を通してベース部２の上側からスラブ１０へビス１４を捻じ込むようにし
ているので、スラブ１０に対する固定台１の固定強度をより高めることができ、スラブ１
０に対して太陽光発電ユニット２０を強固に設置することができる。
【００５４】
　以上、本発明について好適な実施形態を挙げて説明したが、本発明はこの実施形態に限
定されるものではなく、以下に示すように、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、種
々の改良及び設計の変更が可能である。
【００５５】
　すなわち、上記の実施形態では、アンカー固定部３が、本体部４内におけるベース部２
の傾斜した上面から突出したものを示したが、これに限定するものではなく、アンカー固
定部３の上面をベース部２の上面と同一面としても良い。例えば、図４に示すように、本
体部４内におけるベース部２の上面を、アンカー固定部３の部位で一旦水平な面とした上
で、更にアンカー固定部３を過ぎた部位から再び開口部７へ向かって低くなるように傾斜
させても良く、上記と同様の作用効果を奏することができる。
【００５６】
　また、上記の実施形態では、固定台１の本体部４として、円筒状のものを示したが、こ
れに限定するものではなく、四角筒状、六角筒状等の多角筒状のものとしたり、上端側が
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下端側よりも窄まった錐状（円錐状、角錐状）のものとしたりしても良く、上記と同様の
作用効果を奏することができる。具体的には、例えば、図５に示すように、本体部４の外
形を円錐状とした上で、本体部４の外周にリブ４ａを備えるようにした固定台１Ａとして
も良く、上記と同様の作用効果を奏することができる。なお、図５の例では、図１の例と
同じ構成の部位については、同一の符号が附してあり、詳細な説明は省略する。
【００５７】
　また、本発明の実施形態ではないが、上記の固定台１のアンカー固定部３を、アンカー
ボルト１１が通過可能な貫通孔に替えて、アンカーボルト１１と螺合する雌ネジ孔（タッ
プを用いたネジ切による雌ネジ加工、ナットの埋込みやインサート、等による）としても
良い。なお、アンカー固定部３を雌ネジ孔とした場合では、図５の固定台１Ａのように、
本体部４の外周にリブ４ａを備えることで、固定台１を回転させる際にリブ４ａを持つこ
とにより固定台１，１Ａを回転させ易くすることができ、アンカーボルト１１に対する固
定作業を行い易くすることができる。
【００５８】
　更に、上記の実施形態では、スラブ１０に埋設されたアンカーボルト１１に対して固定
台１を固定するものを示したが、これに限定するものではなく、アンカーボルト１１に替
えてスラブ１０に埋設されたアンカーナットへ固定台１，１Ａを固定するようにしても良
い。この場合では、ナット１２の替りに上側からアンカー固定部３を通してアンカーナッ
トへボルトを螺合させることで固定台１をスラブ１０に固定することができる。また、ス
ラブ１０にアンカーナットを埋設する場合では、固定台１，１Ａのアンカー固定部３を、
アンカーナットと螺合する下方へ突出した雄ネジ部材としても良く、スラブ１０上に固定
台１を良好に固定することができる。
【００５９】
　また、上記の実施形態では、固定台１を用いてスラブ１０に設置・固定する構造物とし
て太陽光発電ユニット２０に適用したものを示したが、これに限定するものではなく、固
定台１を用いて、太陽熱温水器、空調装置の室外機、緑化ユニット、防音パネルユニット
、遮光パネルユニット、等をスラブ１０上に設置するようにしても良い。
【００６０】
　更に、本発明の実施形態ではないが、上記の実施形態では、筒状の本体部４の上部を天
部５で閉鎖したものを示したが、例えば、図６に示すような形態の固定台１Ｂとしても良
い。この固定台１Ｂは、図６に示すように、円筒状の本体部４の内周面の全体に亘って雌
ネジ部を形成し、その雌ネジ部の下部をスラブ１０に埋設されたアンカーボルト１１と締
結固定するためのアンカー固定部３とすると共に、雌ネジ部の上部を構造物と固定するた
めの構造物固定部６としている。また、固定台１Ｂは、本体部４の外周に放射状に延びた
複数のリブ４ａを備えていると共に、リブ４ａの上端が本体部４の上端と同一面となるよ
うに形成されており、本体部４とリブ４ａの上端によって天部５を形成するようにしてい
る。これにより、天部５の面積を広くすることができるので、天部５上に構造物を安定し
た状態で載置・固定することができる。更に、構造物固定部６としての雌ネジ部が本体部
４の下端まで延びているので、構造物側から構造物固定部６へ螺合されるボルトのネジ込
み量を適宜調整することで、構造物（例えば、支持レール２２、架台、等）の高さを調整
することができる。また、上記の固定台１と同様の構成については、同一の符号が附して
あり、詳細な説明は省略する。
【符号の説明】
【００６１】
１　固定台
１Ａ　固定台
１Ｂ　固定台
２　ベース部
３　アンカー固定部（貫通孔）
４　本体部
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４ａ　リブ
５　天部
６　構造物固定部
７　開口部
８　抜き孔
１０　スラブ
１１　アンカーボルト
１２　ナット
１３　接着剤
１４　ビス
２０　太陽光発電ユニット（構造物）
２１　太陽電池モジュール
２２　支持レール
２２ａ　固定孔
２３　ナット
２４　取付金具
【先行技術文献】
【特許文献】
【００６２】
【特許文献１】特開２００８－２０８５５４号公報
【特許文献２】特開２０１０－２３６１７７号公報

【図１】 【図２】
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【図５】
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